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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2018年2月16日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2018年2月16日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2018年2月16日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

海外市場の上昇を受けて、週初インド株式市場は上昇しました。
しかし、その後インド準備銀行（中央銀行、RBI）が不良債権処理
に関するルールを厳格化したことや、国営銀行で起きた巨額の
不正送金問題が投資家心理を冷やしたことから、週末までもみ
合いが続き、週間では小幅な値動きとなりました。

週半ばまで小動きとなっていましたが、米消費者物価指数
（CPI）の上振れを受けた米国債の下落や、インド国内での流動
性の低下をなどから週末に向けてインド10年国債利回りは上昇
（価格は下落）しました。

米国の財政悪化懸念などを背景に全面的な米ドル売りとなる
中、ルピーは対米ドルで上昇しました。しかし、円が対米ドルで
大きく上昇したことから、対円では下落しました。

（対象期間：2018/2/12～2/16）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2018/2/9 2018/2/16 変化率

34,005.76 34,010.76 +0.01%

2018/2/9 2018/2/16 変化幅

7.490 7.579 +0.089

2018/2/9 2018/2/16 変化率

1.694 1.652 -2.46%
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